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2022年３月期通期連結業績予想の修正及び配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 

2021年11月９日に公表いたしました2022年３月期通期連結業績予想値の修正及び配当予想の修正について、以

下のとおりお知らせ致します。 

 

１． 2022年３月期通期連結業績予想の修正 

(2021年４月１日～2022年３月31日)  

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益
1株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前 回 予 想 （ Ａ ） 6,100 10 △ 20 △ 25 △ 4.17

今 回 修 正 予 想 値 （ Ｂ ） 6,100 △ 170 △ 190 △ 130 △ 21.68

増 減 額 （ Ｂ - Ａ ） 0 △ 180 △ 170 △ 105 -
増 減 率 - - - - -
(参考)前期実績（2021年3月期） 5,779 △ 229 △ 229 △ 344 △ 57.42  

２． 修正の理由  

通期連結業績予想につきましては、当社グループの主要な取引先である自動車業界において新型コロナウイ

ルス感染症の再拡大に伴う半導体供給不足により各完成車メーカーの減産が続いており、環境回復の長期化が

見込まれる為、各予想数値を修正致します。 

売上高は、グループ全体では、ほゞ予算通りになるものと推測しますが、一部の海外拠点において損益分岐

点売上高を大きく下回る状況が続いており赤字幅が増加、利益が大きく下振れに推移しております。 

また、物流費や油脂類の高騰及び一部の製品における刃具類の予算超過等で経費が増加、継続的な原価低減

活動や追加の施策を行ってきましたが、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を

下回る見込みとなりました。 

 

３．2022年３月期配当予想修正の内容 

基 準 日

前 回 予 想

今 回 修 正 予 想

当 期 実 績

前期実績（2021年3月期）

年間配当金
第2四半期末 期末 合計

0円00銭

0円00銭

-

0円00銭

0円00銭

-

0円00銭

0円00銭

-

 
４．配当予想修正の理由 

当社は、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を図りながら、安定した配当の継続を基本方

針としております。 

しかしながら、上記業績予想の修正理由に伴い当期損失が予測されており、未定としておりました当期の期末

配当予想につきましては、誠に遺憾ではございますが無配とさせていただきます。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げるとともに、早期に復配できるよう努めてまいりますので、引き続きご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後、様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

     以 上 


